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	応用
	抗原情報
	背景
	核タンパク質である腫瘍タンパク質p53は、細胞周期の制御、特にG0期からG1期への移行において重要な役割を果たします。正常細胞では非常に低濃度で存在しますが、様々な形質転換細胞株では高発現しており、形質転換および悪性化に寄与すると考えられています。p53はDNA結合タンパク質であり、DNA結合、オリゴマー形成、および転写活性化ドメインを有します。
	研究分野
	幹細胞経路; WNT; WNT-T細胞; β-カテニン; SAPK_JNK; AMPK; Cell_Cycle_G1S; Cell_Cycle_G2M_DNA; MAPK_ERK_Growth; MAPK_G_Protein; PI3K/Akt; Protein_Acetylation
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	p53（リン酸化Ser378）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	UV 15‘処理したJurkat細胞ライセートのp53（リン酸化Ser378）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

